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 平成 25 年２月 13 日 

各  位 
会 社 名 株 式 会 社 ア ル バ ッ ク  

代 表 者 名 代表取締役執行役員社長 小日向久治

(コード番号：6728 東証一部)

問 合 せ先 経営企画室 広報・ＩＲ室長 臼見 隆行

(TEL. 0467-89-2033 大代表)

 

平成 25 年６月期第２四半期連結累計期間の業績予想値と実績値との差異に関するお知らせ 

 

平成 24 年 11 月 12 日に公表いたしました平成 25 年６月期第２四半期連結累計期間の業績予想値と本日

公表した平成 25 年６月期第２四半期連結累計期間の実績値に差異が生じましたので下記のとおりお知らせ

いたします。 

 

記 
 

１．平成 25 年６月期第２四半期連結累計期間業績予想数値と決算における実績値との差異 

   （平成 24 年７月１日～平成 24 年 12 月 31 日）                             単位：百万円 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
四半期 
純利益 

１株当たり四半
期純利益（円）

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 77,800 △500 △1,300 △2,470 △50.05 

実    績    値（Ｂ） 73,611 865 616 △755 △20.62 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △4,189 1,365 1,916 1,715 － 

増 減 率            （％） △5.4％ － － － － 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 24 年６月期第２四半期） 
115,652 2,771 3,374 252 5.11 

 

２．差異の理由 

  (１) 平成 25 年６月期第２四半期連結累計期間 

連結売上高は、世界的な景気後退の影響を受け、当社グループの主要なお客様である FPD 業界や

半導体業界を中心に設備投資計画が延期されたことや一部製品の売上時期の変更などにより予想値を

下回り、736 億円（前回発表予想値 778 億円）となりました。一方、売上高が予想値を下回ったものの、追

加コスト発生の低減や固定費の削減などに努めたことから、営業利益は９億円（前回発表予想値△５億

円）、経常利益は６億円（前回発表予想値△13 億円）、四半期純利益は△８億円（前回発表予想値△25

億円）と前回予想値を上回りました。 

 

  (２) 平成 25 年６月期通期 

平成25年６月期通期連結業績予想に変更はありませんが、品目別売上高予想値を変更いたしまし

た。 

なお、配当予想につきましては、普通株式、Ａ種種類株式とも引き続き未定とさせていただき、決定次

第公表させていただきます。 
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（ご参考） 

〔品目別売上高予想〕 

  第 2 四半期連結累計期間 通期予想 

 連結売上高 736 (△36%) 1,710 (△13%) 

 真空機器事業 553 (△43%) 1,331 (△17%) 

  FPD 及び PV 製造装置 ※ 237 (△59%) 603 (△30%) 

  半導体及び 

電子部品製造装置 

93 (△45%) 278 (△ 5%) 

  コンポーネント 106 (△14%) 234 (＋ 6%) 

  一般産業用装置 118 (＋18%) 216 (△ 3%) 

 真空応用事業 183 (△ 4%) 379 (＋ 3%) 

  材料 ※ 67 (△26%) 142 (△11%) 

 その他 115 (＋16%) 237 (＋13%) 

連結営業利益 9 (△69%) 62 (  -  ) 

連結経常利益 6 (△82%) 46 (  -  ) 

連結当期（四半期）純利益 △8 (  -  ) 23 (  -  ) 

 （  ）内は前年同期比、増減率。小数点以下は四捨五入 

 ※第１四半期連結会計期間より、品目別名称を変更し、従来のFPD製造装置とPV製造装置を統合 

しています。また、「材料・部材」を「材料」にしています。 

 
（注）上記の業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際の業績は、業況の変化等により上
記予想数値と異なる場合があります。 

 


